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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 22日 (2006.3.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 請 求 項 １ 】 　 中 空 糸 膜 の 膜 内 径 ３ ０ ～ １ ５ ０ μ 、 膜 厚 対 内 径 の 比
（ 膜 厚 ／ 内 径 ） が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 血 漿 成 分 分 離 膜 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 性 能 で 強 度 に 優 れ た 血 漿 成 分 分 離 膜 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 近 年 分 離 膜 を 使 用 し た 血 漿 交 換 療 法 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 こ れ は 患 者 よ り 取 り 出 し た
血 液 を ま ず 、 血 球 部 分 と 血 漿 部 分 に 分 け 、 更 に 血 漿 成 分 を 分 子 の サ イ ズ を 利 用 し て 血 漿 中
に 含 ま れ る 免 疫 複 合 体 や 抗 体 、 コ レ ス テ ロ ー ル 等 を 除 去 す る 方 法 で 、 悪 性 リ ュ ウ マ チ 、 全
身 性 エ リ マ ト ー デ ス 、 高 脂 血 症 の 治 療 に 効 果 を 上 げ て い る 。 こ れ ま で 分 離 膜 で は 分 離 効

が で あ り 、 か つ

は 、 高 に 関 す る

テ



率 と 血 液 処 理 量 を 大 き く す る た め に 内 径 が 大 き く 、 か つ 膜 の 耐 圧 強 度 を 保 持 す る た め に 膜
厚 を 厚 く し て い た 。 そ の 為 、 血 漿 処 理 後 の 残 存 血 漿 量 が 多 く 、 ア ル ブ ミ ン 等 の 有 用 な 蛋 白
質 の 損 失 が 多 か っ た 。 ま た 、 モ ジ ュ ー ル 自 体 が 大 き い の で 運 搬 等 の 取 扱 い も 不 便 で あ っ た
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 問 題 点 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 エ チ レ ン － ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ 以 下 Ｅ Ｖ Ａ と 称 す る ） 系 重 合 体 は 適 度 な 親 水 性 を 有 し 血
液 適 合 性 に 優 れ る た め 、 血 液 透 析 、 血 漿 分 離 等 の 血 液 処 理 膜 に 利 用 さ れ て い る 。 本 発 明 者
ら は 、 血 液 適 合 性 に 優 れ る Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 か ら な る 血 漿 成 分 分 離 膜 を 例 に 取 り 、 そ の 構 造
に つ い て 詳 細 に 検 討 し た 結 果 、 Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 に 限 ら ず と も 、 膜 内 径 と 膜 厚 を 特 定 の 範 囲
に 規 定 す る こ と で 高 性 能 で 耐 圧 強 度 の 優 れ た 血 漿 成 分 分 離 膜 を 作 で き る こ と を 見 出 し 本
発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 即 ち 本 発 明 は 、 以 下 に よ り 構 成 さ れ る 。 本 発 明 の 血 漿 成 分 分 離 膜 は 、 中 空 糸 膜 の 膜 内 径

３ ０ ～ １ ５ ０ μ 、 膜 厚 対 内 径 の 比 （ 膜 厚 ／ 内 径 ） が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ を 満
足 す る 血 漿 成 分 分 離 膜 で あ る 。 よ り 好 ま し く は 、 上 記 要 件 に 加 え て 、 さ ら に 空 孔 率 が ５ ０
～ ８ ５ ％ で あ る Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 よ り な る 血 漿 成 分 分 離 膜 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 凝 固 浴 に 用 い る 凝 固 液 と し て は 上 記 溶 媒 と 混 和 性 が あ り 、 か Ｖ Ａ 系 重 合 体 を 凝 固 さ
せ る 作 用 を 有 す る も の で あ れ ば 特 に 制 限 は な い が 、 通 常 水 性 の 媒 体 が 使 用 さ れ る 。 か か る
凝 固 液 と し て は 例 え ば 、 Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｃ 、 Ｎ Ｍ Ｐ 、 Ｄ Ｍ Ｆ 、 ア ル コ ー ル 等 の 水 に 可 溶
性 の 有 機 溶 媒 と 水 の 混 合 物 、 あ る い は 塩 化 ナ ト リ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム
、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 等 の 無 機 塩 を 含 有 す る 水 溶 液 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 【 実 施 例 】
　 以 下 実 施 例 に て Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 を 例 に と り 本 発 明 の 効 果 を 示 す が 、 中 空 糸 膜 の 膜 内 径
３ ０ ～ １ ５ ０ μ 、 膜 厚 対 内 径 の 比 （ 膜 厚 ／ 内 径 ） が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ を 満 足
す る 分 離 膜 は 細 径 ・ 薄 膜 化 に よ る 小 型 化 を 行 っ て も 、 臨 床 上 十 分 な 耐 圧 強 度 を 維 持 し 、 高
い 分 画 性 を 保 持 し て い る の で 血 処 理 後 の 残 存 血 漿 量 少 な く で き 、 ア ル ブ ミ ン 等 の 損 失
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が 少 な い の で 、 臨 床 上 有 益 な 血 漿 成 分 分 離 膜 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 例 １
　 Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 （ 重 合 度 １ ３ ０ ０ 、 エ チ レ ン 含 有 率 ３ ２ モ ル %） を １ ７ 重 量 ％ 、 Ｄ Ｍ Ｓ
Ｏ ８ ３ 重 量 ％ を 溶 解 し 、 紡 糸 原 液 を 得 た 。 本 原 液 を 二 重 環 ノ ズ ル を 用 い 、 窒 素 を 注 入 し つ
つ 、 １ ５ ℃ の ２ ５ ％ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 水 溶 液 へ 押 し 出 し 、 凝 固 さ せ た 。 以 下 常 法 に 従 い 、 水 洗 、 湿
熱 処 理 、 ア セ ト ン 置 換 、 乾 燥 、 定 長 熱 処 理 を 施 し 、 空 孔 ８ ％ 、 内 径 １ ０ ０ μ 、 膜 厚 ２
０ μ の 乾 燥 中 空 糸 膜 を 得 た 。 本 中 空 糸 膜 １ ０ ０ ０ ０ 本 を 膜 有 効 長 ２ ６ ｃ ｍ の ハ ウ ジ ン グ に
組 み 立 て た 。 こ の モ ジ ュ ー ル を 生 理 食 塩 水 ５ ０ ０ ｍ ｌ を 使 い 、 ２ ５ ｍ ｌ /ｍ ｉ ｎ で 親 水 化
し て か ら 、 牛 血 漿 （ ト ー タ ル プ ロ テ イ ン ６ ． ５ ｇ ／ ｄ Ｌ ） を Ｑ Ｂ ＝ ３ ０ ｍ ｌ /ｍ ｉ ｎ 、 Ｑ
Ｆ ＝ ３ ｍ ｌ /ｍ ｉ ｎ と し て 循 環 さ せ て 、 ア ル ブ ミ ン （ Ａ Ｌ Ｂ ） 、 グ ロ ブ リ ン （ Ｉ ｇ Ｇ ） 、
ト ー タ ル コ レ ス テ ロ ー ル （ Ｔ Ｃ ） の １ 時 間 後 の 濃 度 を 求 め て 、 下 記 式 よ り 各 溶 質 の 透 過 係
数 （ Ｓ Ｃ ） を 求 め た 。
　 　 Ｓ Ｃ （ ％ ） ＝ Ｃ Ｆ ／ ［ （ Ｃ Ｂ ｉ ＋ Ｃ Ｂ ｏ ） ／ ２ ］ × １ ０ ０
　 但 し 、 Ｃ Ｆ は 各 溶 質 の 濾 液 側 の 濃 度 、 Ｃ Ｂ ｉ は 各 溶 質 の モ ジ ュ ー ル 入 り 口 濃 度 、 Ｃ Ｂ ｏ
は 各 溶 質 の モ ジ ュ ー ル 出 口 濃 度 を 表 わ す 。
　 透 過 性 測 定 後 の モ ジ ュ ー ル は 十 分 に 洗 浄 後 、 ３ ７ ℃ の 水 中 に 浸 漬 し た 状 態 で 中 空 糸 膜 の
内 側 に 空 気 で 毎 分 ０ ． １ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 圧 力 を 徐 々 に か け て 膜 が 破 裂 し た 点 を 求 め 、 耐 圧
強 度 と し た 。
　 そ れ ぞ れ の 結 果 は 表 １ に ま と め た 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 例 ２
　 Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 （ 重 合 度 １ ３ ０ ０ 、 エ チ レ ン 含 有 率 ３ ２ モ ル %） を １ ７ 重 量 ％ 、 Ｄ Ｍ Ｓ
Ｏ ８ ３ 重 量 ％ を 溶 解 し 、 紡 糸 原 液 を 得 た 。 本 原 液 を 二 重 環 ノ ズ ル を 用 い 、 窒 素 を 注 入 し つ
つ 、 １ ７ ℃ の ２ ５ ％ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 水 溶 液 へ 押 し 出 し 、 凝 固 さ せ た 。 以 下 常 法 に 従 い 、 水 洗 、 湿
熱 処 理 、 ア セ ト ン 置 換 、 乾 燥 、 定 長 熱 処 理 を 施 し 、 空 孔 ０ ％ 、 内 径 ７ ５ μ 、 膜 厚 ２ ０
μ の 乾 燥 中 空 糸 膜 を 得 た 。 以 下 実 施 例 １ と 同 様 に し て 透 過 係 数 （ Ｓ Ｃ ） 、 及 び 耐 圧 強 度 を
求 め た 。 そ の 結 果 を 表 １ に ま と め た 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
比 較 例 １
　 Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 （ 重 合 度 １ ３ ０ ０ 、 エ チ レ ン 含 有 率 ３ ２ モ ル %） を １ ７ 重 量 ％ 、 Ｄ Ｍ Ｓ
Ｏ ８ ３ 重 量 ％ を 溶 解 し 、 紡 糸 原 液 を 得 た 。 本 原 液 を 二 重 環 ノ ズ ル を 用 い 、 窒 素 を 注 入 し つ
つ 、 ５ ℃ の ２ ５ ％ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 水 溶 液 へ 押 し 出 し 、 凝 固 さ せ た 。 以 下 常 法 に 従 い 、 水 洗 、 湿 熱
処 理 、 ア セ ト ン 置 換 、 乾 燥 、 定 長 熱 処 理 を 施 し 、 空 孔 ７ ％ 、 内 径 １ ８ ０ μ 、 膜 厚 ７ μ
の 乾 燥 中 空 糸 膜 を 得 た 。 以 下 実 施 例 １ と 同 様 に し て 透 過 係 数 （ Ｓ Ｃ ） 、 及 び 耐 圧 強 度 を 求
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め た 。 そ の 結 果 を 表 １ に ま と め た が 、 強 度 が 弱 く 実 用 的 で は な か っ た 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
比 較 例 ２
　 Ｅ Ｖ Ａ 系 重 合 体 （ 重 合 度 １ ３ ０ ０ 、 エ チ レ ン 含 有 率 ３ ２ モ ル %） を １ ７ 重 量 ％ 、 Ｄ Ｍ Ｓ
Ｏ ８ ３ 重 量 ％ を 溶 解 し 、 紡 糸 原 液 を 得 た 。 本 原 液 を 二 重 環 ノ ズ ル を 用 い 、 窒 素 を 注 入 し つ
つ 、 ２ ５ ℃ の ２ ５ ％ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ 水 溶 液 へ 押 し 出 し 、 凝 固 さ せ た 。 以 下 常 法 に 従 い 、 水 洗 、 湿
熱 処 理 、 ア セ ト ン 置 換 、 乾 燥 、 定 長 熱 処 理 を 施 し 、 空 孔 ８ ％ 、 内 径 １ ８ ０ μ 、 膜 厚 ７
５ μ の 乾 燥 中 空 糸 膜 を 得 た 。 以 下 実 施 例 １ と 同 様 に し て 透 過 係 数 （ Ｓ Ｃ ） 、 及 び 耐 圧 強 度
を 求 め た 。 そ の 結 果 を 表 １ に ま と め た 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 の 、 中 空 糸 膜 の 膜 内 径 ３ ０ ～ １ ５ ０ μ 、 膜 厚 対 内 径 の 比 （ 膜 厚 ／
内 径 ） が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ を 満 足 す る 血 漿 成 分 分 離 膜 は 細 径 ・ 薄 膜 化 に よ る 小 型 化 を 行 っ
て も 、 臨 床 上 十 分 な 耐 圧 強 度 を 維 持 し 、 高 い 分 画 性 を 保 持 し て い る の で 血 処 理 後 の 残 存
血 漿 量 少 な く で き 、 ア ル ブ ミ ン 等 の 損 失 が 少 な い の で 、 臨 床 上 有 益 な 血 漿 成 分 分 離 膜 で
あ る 。
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